
二
三

西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

─ 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
と
儒
教
倫
理

太　

田　

裕　

信

　

は
じ
め
に

　

近
代
日
本
哲
学
の
座
標
軸
と
な
る
書
物
と
し
て
知
ら
れ
る
西
田
幾
多

郎
の
『
善
の
研
究
』（
一
九
一
一
）
は
、「
純
粋
経
験
」
と
い
う
根
本
概

念
か
ら
出
発
し
て
（
第
一
編
）「
実
在
」
を
め
ぐ
る
問
い
に
取
り
組
み

（
第
二
編
）、
そ
の
上
で
倫
理
（
第
三
編
）
と
宗
教
（
第
四
編
）
と
い
う

「
人
生
の
問
題
」（
一
・
六（
１
）

）
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
。『
善
の
研
究
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
そ
の
中
心
問
題
は
倫
理
で
あ
る
よ
う
に
一

見
思
わ
れ
る
が
、
第
三
編
「
善
」
に
注
目
し
た
研
究
は
さ
ほ
ど
多
く
な

い
。
そ
れ
は
、
こ
の
書
の
最
重
要
概
念
が
「
純
粋
経
験
」
で
あ
り
、
中

心
問
題
は
む
し
ろ
「
実
在
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
『
善
の
研

究
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
出
版
社
・
弘
道
館
と
の
相
談
に
よ
っ
て
決

ま
っ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
の
タ
イ
ト
ル
案
は
「
純
粋
経
験
と
実
在
」

で
あ
っ
た
。
執
筆
時
期
の
頃
（
一
九
〇
八
年
七
月
十
六
日
）
の
書
簡
に

は
「
小
生
の
専
門
は
純
正
哲
学
（M

etaphysics

）
及
認
識
論
（Theory 

of K
now

ledge. Erkenntnislehre

）
に
御
座
候
。
倫
理
学
は
専
門
に
あ

ら
ず
、
学
校
［
当
時
の
勤
務
先
で
あ
る
第
四
高
等
学
校
の
こ
と
］
に
あ

る
故
已
む
を
得
ず
講
じ
居
り
候
」（
十
九
・
一
三
四
）
と
あ
る
。
ま
た

西
田
哲
学
は
生
前
か
ら
「
禅
」
を
中
心
と
し
た
宗
教
哲
学
者
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
第
三
編
「
善
」
よ
り
も
、
第

一
編
「
純
粋
経
験
」、
第
二
編
「
実
在
」、
第
四
編
「
宗
教
」
に
よ
り
多

く
の
関
心
が
注
が
れ
て
き
た
感
が
あ
る
。

　

た
だ
し
西
田
の
哲
学
は
「
よ
く
生
き
る
」
こ
と
を
目
指
し
て
問
い
生

き
る
と
い
う
古
き
哲
学
の
伝
統
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
、
倫
理
が
そ

の
哲
学
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
西
田
の

「
純
粋
経
験
」
は
西
田
自
身
の
倫
理
観
と
結
び
つ
い
て
い
る
し
、
そ
の

宗
教
哲
学
も
倫
理
学
と
離
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
『
善
の
研
究
』
の
第
三
編
「
善
」
の
倫
理
学
と
は
一
体
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
西
田
か
ら
の
引
用
は
新
版
全
集
（
竹
田
篤
司
ほ
か
編
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
二
─
九
年
）
か
ら
行
な
う
。
文
中
の
括
弧
内
に
巻
数
と
頁
数
を
記

す
。［　

］
内
の
補
足
は
筆
者
に
よ
る
も
の
。



二
四

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
現
代
に
お
い
て
い
か
な

る
意
義
や
可
能
性
を
も
ち
う
る
理
論
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
従
来
に
お
い
て
も
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
は
考
察
さ
れ

て
き
た（
２
）。

し
か
し
、西
田
は
自
ら
の
倫
理
学
を
「
活
動
説
（energetism

 

こ
の
見
慣
れ
な
い
単
語
の
出
典
が
何
か
は
分
か
ら
な
い
）」
と
呼
び
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
特
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
の
系
譜
に

連
な
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
だ
が
、
従
来
の
研
究
で
は
ギ

リ
シ
ャ
倫
理
学
の
関
係
が
基
礎
的
な
論
点
す
ら
も
取
り
出
さ
れ
て
考
察

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
の
本
質
と
意
義

は
な
お
十
分
に
考
え
抜
か
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
現
代
倫
理
学
に
お
い
て
も
「
徳
倫
理
学
（virtue 

ethics

）」
の
代
表
者
と
し
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
を
見
る

こ
と
は
西
田
の
倫
理
学
の
本
質
を
見
る
た
め
に
有
意
義
で
あ
る
。

　

た
だ
し
西
田
の
倫
理
学
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
こ
ち
ら

は
比
較
的
近
年
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（
３
）、

儒
教
と
く
に
十

二
世
紀
の
展
開
形
態
の
朱
子
学
・
陽
明
学
か
ら
の
影
響
が
色
濃
い
。
い

や
「
影
響
」
と
い
う
外
在
的
な
因
果
関
係
と
い
う
よ
り
、
明
治
生
ま
れ

の
西
田
に
血
肉
化
さ
れ
て
い
る
慣
習
的
な
倫
理
と
し
て
の
儒
教
的
な
も

の
が
緩
や
か
な
土
台
と
な
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
カ
ン
ト
な
ど
西

洋
倫
理
学
が
消
化
さ
れ
、
独
自
の
倫
理
学
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

た
趣
が
あ
る
。

　

本
稿
は
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
の
本
質
を
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫

理
学
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
見
る
と
と
も
に
、
儒
教
倫
理
と
の
関
わ
り

も
再
度
検
討
し
、『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
を
「
徳
倫
理
学
」
の
特
殊

的
な
一
例
と
し
て
捉
え
、
そ
の
本
質
と
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

１　

自
己
実
現
（self-realization

）

�

―
ア
レ
テ
ー
／
徳
、
意
志
の
自
由　

　
『
善
の
研
究
』
の
第
三
編
「
善
」
は
、「
行
為
」
や
「
自
由
意
志
」
な

ど
の
概
念
が
説
明
さ
れ
る
第
一
章
か
ら
第
四
章
の
導
入
的
考
察
か
ら
始

ま
り
、
西
田
が
批
判
的
に
捉
え
る
倫
理
学
説
の
紹
介
が
な
さ
れ
る
第
五

章
か
ら
第
八
章
を
経
て
、
第
九
章
「
善
（
活
動
説
）」
か
ら
第
十
三
章

で
西
田
自
身
の
倫
理
学
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
現
代
日
本
に
お
け
る
倫

理
学
の
概
説
書
で
は
代
表
的
な
倫
理
学
説
と
し
て
、
功
利
主
義
、
義
務

論
、
徳
倫
理
学
と
い
う
三
区
分
が
よ
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
功
利
主

義
」
は
第
八
章
で
論
じ
ら
れ
る
「
快
楽
説
」
の
中
の
「
公
衆
的
快
楽

説
」
に
、「
徳
倫
理
学
」
は
第
九
章
で
論
じ
ら
れ
る
「
活
動
説
」
に
対

応
し
て
い
る
。
微
妙
な
の
は
「
義
務
論
（
カ
ン
ト
倫
理
学
）」
で
、「
理

性
」
を
重
視
す
る
倫
理
学
と
い
う
意
味
で
は
第
七
章
で
論
じ
ら
れ
る

「
主
知
説
（
合
理
説
）」
に
属
す
る
と
一
見
思
わ
れ
る
が
、
カ
ン
ト
は
第

十
章
「
人
格
的
善
」
で
主
に
言
及
さ
れ
両
義
的
な
評
価
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。『
善
の
研
究
』
の
枠
組
み
で
は
「
善
意
志
」
を
重
視
す
る
カ

ン
ト
は
「
活
動
説
」
に
属
し
て
い
る
。

　

第
九
章
で
西
田
は
、
私
た
ち
個
々
人
が
人
生
全
体
に
お
い
て
目
指
し

最
も
気
に
か
け
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
意
味
で
最
も
「
善
い
」
こ
と
は



西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

二
五

「
自
己
の
発
展
完
成self-realization

」
で
あ
る
と
言
う
。

　
　

我
々
の
意
識
は
思
惟
、
想
像
に
於
て
も
又
所
謂
知
覚
、
感
情
、
衝

動
に
於
て
も
皆
其
根
柢
に
は
内
面
的
統
一
な
る
者
が
働
い
て
居

る
の
で
、
意
識
現
象
は
凡
て
此
一
な
る
者
の
発
展
完
成
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
全
体
を
統
一
す
る
最
深
な
る
統
一
力
が
我
々
の
所

謂
自
己
で
あ
つ
て
、
意
志
は
最
も
能
く
此
力
を
発
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
か
く
考
へ
て
見
れ
ば
意
志
の
発
展
完
成
は
直た
だ
ち

に
自

己
の
発
展
完
成
と
な
る
の
で
、
善
と
は
自
己
の
発
展
完
成self-

realization

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
我
々
の
精
神

が
種
々
の
能
力
を
発
展
し
円
満
な
る
発
達
を
遂
げ
る
の
が
最
上
の

善
で
あ
る
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
所
謂Entelechie

が
善
で
あ

る
）。
竹
は
竹
、
松
は
松
と
各
自
其
天
賦
を
充
分
に
発
揮
す
る
よ

う
に
、
人
間
が
人
間
の
天
性
自
然
を
発
揮
す
る
の
が
人
間
の
善
で

あ
る
。
ス
ピ
ノ
ー
ザ
も
徳
と
は
自
己
固
有
の
性
質
に
従
う
て
働
く

の
謂
に
外
な
ら
ず
と
い
つ
た
。（
一
・
一
一
六
─
七
）

　
『
善
の
研
究
』
の
「
純
粋
経
験
」
と
並
ぶ
最
重
要
の
根
本
概
念
が

「
統
一
力
」
で
あ
る
。
文
字
通
り
そ
れ
は
、
様
々
な
感
覚
や
感
情
、
思

考
な
ど
現
在
の
意
識
諸
現
象
を
一
つ
の
も
の
と
し
て
統
一
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
た
生
ま
れ
て
か
ら
の
過
去
の
記
憶
と
現
在
を
連
続
的
な
も
の

と
し
て
統
一
し
未
来
へ
の
企
投
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
統
一
力
」
を
基
盤
に
し
て
私
た
ち
の
自
己
同
一
性
は
可
能
と
な
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
「
我
々
の
意
識
現
象
に
は
一
つ
も
孤
独
な
る
も
の
が
な

い
、
必
ず
他
と
の
関
係
の
上
に
お
い
て
成
立
す
る
」（
一
・
一
一
八
）。

こ
れ
は
カ
ン
ト
の
語
で
は
統
覚A

pperzeption

に
対
応
す
る
が
、
カ
ン

ト
の
よ
う
に
経
験
の
「
可
能
性
の
条
件
」
と
し
て
超
越
論
的
に
想
定
さ

れ
る
も
の
で
な
く
、
経
験
的
に
「
知
的
直
観
」
さ
れ
る
も
の
、「
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）	　

代
表
的
な
概
括
的
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
氣
多
雅
子
『
西

田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
一
年
）「
第
四
章　

第
三
編
：

善
」。
藤
田
正
勝
『
現
代
思
想
と
し
て
の
西
田
幾
多
郎
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
ェ
、

一
九
九
八
年
）「
第
六
章　

真
の
自
己
へ
」。
高
名
な
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
者
・
渡
邊

二
郎
の
西
田
論
は
第
三
編
「
善
」
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
渡
邊
二
郎
「
西

田
幾
多
郎
の
思
索
─
深
き
奥
底
」『
渡
邊
二
郎
著
作
集　

第
十
一
巻
』
筑
摩
書

房
、
二
〇
一
一
年
）。
最
近
で
は
第
三
編
「
善
」
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
も
出
版
さ
れ
て

い
る
（
大
熊
玄
『
善
と
は
何
か
─
西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
講
義
』
新
泉
社
、

二
〇
二
〇
年
）。

（
３
）　

儒
教
と
り
わ
け
朱
子
学
・
陽
明
学
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
井
上
克
人

『
西
田
幾
多
郎
と
明
治
の
精
神
』
関
西
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
一
年
が
あ
る
。
ま
た

陽
明
学
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
小
坂
国
継
『
近
代
日
本
哲
学
の
な
か
の

西
田
哲
学
─
比
較
思
想
的
考
察
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、「
第
五
章 

西
田
哲
学
と
陽
明
学
」。
呉
光
輝
「
西
田
哲
学
と
陽
明
学
─
陽
明
学
受
容
の
問
題

を
中
心
に
」（『
日
本
の
哲
学
』
第
一
号
、
昭
和
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。



二
六

理
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
直
覚
自
得
す
べ
き
も
の
」（
一
・
一
二

〇
）
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
上
記
の
引
用
に
あ
る
よ
う
に

「
最
も
能
く
此
力
を
発
表
し
た
も
の
」
が
「
意
志
」
と
呼
ば
れ
る
。
西

田
の
「
意
志
」
は
、
欲
望
と
理
性
と
は
異
な
る
能
力
と
し
て
両
者
の
間

に
立
ち
自
己
の
行
為
を
決
定
す
る
能
力
と
い
う
よ
り
、
こ
の
「
知
情
意

の
統
一
」
た
る
「
統
一
力
」
の
別
名
で
あ
り
、
物
事
に
集
中
し
「
自
己

の
主
観
的
空
想
を
消
磨
し
尽
し
て
全
然
物
と
一
致
し
た
」（
一
・
一
二

四
）「
主
客
合
一
」
の
「
純
粋
経
験
」
の
状
態
は
、
こ
の
「
統
一
力
」

な
い
し
「
意
志
」
の
脈
動
に
集
中
し
て
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

西
田
の
考
え
で
は
、
こ
う
し
た
自
己
の
根
源
的
な
「
統
一
力
」「
意

志
」
を
発
揮
し
て
「
自
己
の
発
展
完
成self-realization

」
を
遂
行
す

る
こ
と
が
人
生
に
お
い
て
私
た
ち
が
究
極
的
に
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
各
自
の
「
天
賦
」「
天
然
自
然
（nature
本
性
）」「
自

己
固
有
の
性
質
」
と
し
て
の
潜
在
的
な
「
種
々
の
能
力
」（
デ
ュ
ナ
ミ

ス
）
を
、
現
実
に
発
揮
す
る
こ
と
（
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
の
原
義
は
「
活

動
」）、
さ
ら
に
は
完
全
に
発
揮
し
て
い
る
こ
と
（
エ
ン
テ
レ
ケ
イ
ア
：

完
全
現
実
態
）
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
、

何
か
の
よ
さ
・
立
派
さ
と
は
、
そ
の
当
の
も
の
に
固
有
の
「
は
た
ら
き

（
機
能ergon

）」
を
発
揮
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
だ
と
す
る
。
例
え

ば
「
キ
タ
ラ
奏
者
の
は
た
ら
き
」
は
「
キ
タ
ラ
を
演
奏
す
る
こ
と
」
だ

が
、
す
ぐ
れ
た
キ
タ
ラ
奏
者
の
は
た
ら
き
は
「
す
ぐ
れ
た
弾
き
方
で
演

奏
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
比
的
に
、
人
間
の
固
有
の
は
た
ら

き
は
「
理
性
・
分
別
（
ロ
ゴ
ス
）」
で
あ
り
、
こ
れ
を
優
れ
た
仕
方
で

発
揮
す
る
こ
と
（
卓
越
性
＝
徳
）
が
人
間
と
い
う
種
族
に
と
っ
て
の

「
善
」
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
人
間
に
と
っ
て
の
善
と
は
徳
ア
レ
テ
ー

に
基
づ
く
魂
の
活
動
と
な
る（
４
）」。

　

西
田
のself-realization

は
極
め
て
広
い
意
味
で
「
卓
越
し
た
能
力
」

を
発
揮
す
べ
し
と
い
う
当
為
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

が
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
で
節
制
、
勇
気
、
気
前
の
良
さ
な
ど
「
人

柄
の
徳
（ēthikē aretē

）」
と
し
て
論
じ
た
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。
む

し
ろ
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
一
般
で
は
「
徳
（
ア
レ
テ
ー
）」
は
自
然
的
・

身
体
的
な
も
の
か
ら
（
体
力
が
あ
る
こ
と
）、
技
術
的
な
も
の
、
知
的

な
も
の
ま
で
、
様
々
な
意
味
で
卓
越
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た

が（
５
）（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
の
第
六
巻
第
三
章

（1139b10-

）
で
「
知
的
な
徳
」
と
し
て
「
技
術
（technē

）」
や
「
学

問
的
知
識
（epistēm

ē

）」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
）、
そ
う
し
た
広
義
の

用
法
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
の
引
用
で
西
田
は
ス
ピ
ノ
ザ
の

「
自
己
固
有
の
性
質
に
従
う
て
働
く
」
と
い
う
「
徳
」
の
定
義
を
引
い

て
い
る
が
、
そ
れ
も
広
義
の
「
徳
」
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
日
本
語
に
お
い
て
も
本
居
宣
長
が
「
其そ
の

余ほ
か

何
に
ま
れ
、
尋よ
の

常つ
ね

な

ら
ず
ぐ
れ
た
る
徳こ
と

の
あ
り
て
、
可か
し
こ畏

き
物
を
迦か

微み

と
は
云
な
り
［
そ
の

ほ
か
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
異
常
に
卓
越
し
た
徳
が
あ
っ
て
、

恐
ろ
し
い
も
の
を
迦
微
（
神
）
と
い
う
］」（
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』）

と
い
う
よ
う
に
、「
徳
」
に
は
善
悪
の
区
別
以
前
の
「
す
ぐ
れ
た
力
や



西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

二
七

勢
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
の
辞
典
『
大
言

海
』
で
も
「
酸
イ
ハ
梅
ノ
徳
、
甘
イ
ハ
砂
糖
ノ
徳（
６
）」
な
ど
「
徳
」
に
は

「
物
の
本
性
、
物
に
固
有
な
力（
７
）」

と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
明
治
生
ま

れ
の
西
田
に
も
、
も
し
か
し
た
ら
そ
う
し
た
用
法
の
名
残
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
「
徳
」
の
定
義
は
西
田
の
「
自
由
」
概
念
と
密
接
に
関
連
す

る
。
第
三
章
「
意
志
の
自
由
」
で
、
西
田
は
「
必
然
な
る
機
械
的
因
果

法
則
」
で
あ
る
自
然
法
則
と
「
精
神
活
動
の
法
則
」
を
区
別
し
、
精
神

活
動
の
法
則
を
自
然
法
則
に
包
含
し
よ
う
と
す
る
必
然
論
者
を
批
判

す
る
と
と
も
に
、「
外
界
の
事
情
ま
た
は
内
界
の
気
質
、
習
慣
、
性
格

よ
り
独
立
せ
る
意
志
と
い
ふ
一
の
神
秘
力
」（
一
・
九
二
）
す
な
わ
ち

無
か
ら
の
自
己
限
定
的
な
意
志
を
想
定
す
る
自
由
意
志
論
も
批
判
す

る
。
西
田
は
「
自
由
」
と
は
、「
自
己
の
最
深
な
る
内
面
的
性
質
」
を

つ
か
ん
で
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
意
志
し
行
為
す
る
「
己
自
ら
に
働
く

意
味
の
自
由
」「
必
然
的
自
由
」
だ
と
い
う
。「
我
々
が
或
理
由
よ
り
働

い
た
時
即
ち
自
己
の
内
面
的
性
質
よ
り
働
い
た
時
、
反
つ
て
自
由
で
あ

る
と
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
動
機
の
原
因
が
自
己
の
最
深

な
る
内
面
的
性
質
よ
り
出
で
た
時
、
最
も
自
由
と
感
ず
る
の
で
あ
る
」

（
一
・
九
三
）。
近
年
『
西
田
幾
多
郎
全
集
別
巻
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た

『
倫
理
学
ノ
ー
ト
』（
推
定
一
九
一
〇
─
一
九
一
三
）
で
は
、
ス
ピ
ノ
ザ

『
エ
チ
カ
』
第
一
部
七
「
そ
の
本
性
（N

atur

）
の
単
な
る
必
然
性
か
ら

存
在
し
、
自
己
自
身
の
み
に
よ
っ
て
行
為
へ
と
限
定
さ
れ
る
も
の
が
自

由
で
あ
る
」（
別
・
五
三
─
五
四（
８
））

と
い
う
文
章
に
言
及
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
「
必
然
的
自
由
」
の
考
え
に
は
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
の
示
唆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
）	　

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（
渡
辺
邦
夫
・
立
花
幸
司
訳
）『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
光
文

社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
一
五
年
（1098 a10-

）、
六
〇
頁
。

（
５
）	　
「
ア
レ
テ
ー
と
は
、
普
通
は
、「
倫
理
的
な
徳
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
周
知
の

よ
う
に
、
ホ
メ
ロ
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
け
る
「
卓

越
性
─
優
秀
な
能
力
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
体
力
、
知
力
な
ど
の
自
然
的
な
卓
越
性

を
含
む
広
い
能
力
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
次
第
に
、
人
間
の
本
質
が
そ
の
倫
理
性
に

あ
る
こ
と
の
自
覚
の
深
化
と
と
も
に
、
倫
理
的
な
徳
を
意
味
す
る
よ
う
に
収
斂
し
た

の
で
あ
る
」（
岩
田
靖
夫
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
入
門
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
一
年
、

二
九
四
頁
）。

（
６
）	　

た
と
え
ば
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
徳
」
を
「
イ
キ
ホ
ヒ
」
と
訓
む
こ
と
が
あ
り
、

『
岩
波
古
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
イ
キ
」（
活
力
）
が
、
さ
か
ん
に
活
動
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
「
徳
」
と
は
善
悪
の
区
別
以
前
に
、
危
険

な
も
の
を
も
意
味
し
た
と
言
う
（
竹
村
牧
男
・
高
島
元
洋
『
仏
教
と
儒
教
─
日
本

人
の
心
を
形
成
し
て
き
た
も
の
』
放
送
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
三
年
。
高
島
元
洋

「
15　

日
本
の
思
想　

神
道
・
仏
教
・
儒
教
と
近
代
化
」
二
五
〇
─
二
頁
参
照
）。

（
７
）	　

和
辻
哲
郎
『
倫
理
学
（
３
）』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
六
〇
頁
。

（
８
）	 	
実
際
の
ノ
ー
ト
で
は
西
田
は
独
文
（Friedrich U

eberw
eg, G

rundriss der 

G
eschichte der Philosophie, D

ritter Teil. D
ie N

euzeit, B
erlin, E.S. M

ittler und 

Sohn, 1888 . S.100 .

）
を
引
用
し
て
い
る
（
別
・
八
四
参
照
）。
翻
訳
に
関
し
て
は

全
集
に
付
さ
れ
て
い
る
訳
文
を
少
し
改
め
た
。



二
八

が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

な
お
西
田
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
は
じ
め
ギ
リ
シ
ャ
倫
理
学
の
解
釈

の
背
景
に
は
、「
人
間
に
お
け
る
神
的
原
理
［
＝
道
徳
的
善
］
の
自
己

実
現
（self-realisation of divine principle in m

an

）
（
９
）」

を
論
じ
、
従

来
の
研
究
で
『
善
の
研
究
』
へ
の
多
大
な
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
イ

ギ
リ
ス
理
想
主
義
者
グ
リ
ー
ン（

（1
（

の
考
察
、
具
体
的
に
い
う
と
『
倫
理
学

序
説
』
の
第
三
編
第
五
章
「
道
徳
的
理
想
の
発
展
（
続
）」
Ｄ
「
徳
の

ギ
リ
シ
ャ
的
概
念
と
近
代
的
概
念
」
が
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
そ

こ
で
グ
リ
ー
ン
は
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
人
間
の
意
志
を
そ
の
能
力

の
最
も
高
い
可
能
的
実
現
に
向
け
る
こ
と
が
、
真
の
徳
の
あ
ら
ゆ
る
形

式
の
共
通
根
拠
で
あ
る
と
い
う
偉
大
な
原
理
を
伝
え
た（

（1
（

」
と
い
う
よ
う

に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
を
古
代
に
は
不
在
と
言
わ
れ
る
「
意

志
」
概
念
に
絡
め
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
取
ら
れ
る（

（1
（

。
西

田
は
大
学
卒
業
後
、『
倫
理
学
序
説
』
の
要
約
「
グ
リ
ー
ン
氏
の
大
意
」

（
一
八
九
五
）
と
い
う
文
章
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
要
約
は
四
つ
の

編
か
ら
な
る
当
該
著
作
の
三
編
の
二
章
ま
で
を
対
象
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
従
来
の
研
究
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
解
釈
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
の
影
に
触
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

２　

西
田
の
「
人
格
」
と
は
何
か

　

第
九
章
「
善
（
活
動
説
）」
で
、
西
田
は
「
自
己
の
発
展
完
成
」
を

論
じ
て
い
た
が
、
第
十
章
「
人
格
的
善
」
以
降
で
は
そ
れ
を
「
人
格
の

実
現
」（
一
・
一
三
一
）
と
し
て
表
現
し
考
え
て
い
く
。
自
己
の
「
能

力
」
の
発
揮
で
あ
る
「
自
己
実
現
」
と
「
人
格
の
実
現
」
は
直
ち
に
重

な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
西
田
の
中
で
は
「
自
己
実
現
」
は
単
な
る

能
力
の
発
揮
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
「
人
格
」
を
発
揮
す
る

と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
西
田
の
「
人
格
」
論
の
歴

史
的
背
景
と
し
て
は
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
頃
か
ら
大
正
に

か
け
て
「
人
格
」
や
「
修
養
」
が
熱
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
が（

（1
（

、
こ
こ
で
は
『
善
の
研
究
』
の
テ
ク
ス
ト
に
内
在
す
る
形
で
「
人

格
」
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

　
「
人
格
」
は
、
自
他
の
人
格
を
単
な
る
手
段
と
し
て
で
は
な
く
同
時

に
目
的
と
し
て
扱
え
と
い
う
カ
ン
ト
倫
理
学
に
触
れ
て
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
カ
ン
ト
に
お
い
て
は
自
由
意
志
を
も
っ
て
自
ら
を
道
徳
的
に

律
す
る
主
体
を
意
味
す
る
。
し
か
し
西
田
は
「
人
格
」
を
「
統
一
力
」

の
別
名
と
し
て
定
義
し
て
い
る
。「
而
し
て
斯
の
如
き
統
一
力
を
こ
こ

に
各
人
の
人
格
と
名
づ
く
る
な
ら
ば
、
善
は
斯
の
如
き
人
格
即
ち
統

一
力
の
維
持
発
展
に
あ
る
の
で
あ
る
」（
一
・
一
二
一
）。
そ
し
て
自

身
の
言
う
「
人
格
」
と
は
「
カ
ン
ト
の
い
つ
た
様
な
全
く
経
験
内
容

を
離
れ
、
各
人
に
一
般
な
る
純
理
の
作
用（

（1
（

と
い
ふ
如
き
も
の
で
は
な

い
。
人
格
は
其
人
其
人
に
由
り
て
特
殊
の
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
一
・
一
二
一
）
と
言
う
。
第
三
編
「
善
」
の
基

礎
と
な
っ
た
『
倫
理
学
草
案
第
二
』（
推
定
一
九
〇
五
）
で
は
「
人
格

（personality
）
又
は
品
性
（character

）」（
十
四
・
五
七
八
）
と
「
人

格
」
は
「
品
性
（character

）」
に
互
換
可
能
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
、



西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

二
九

『
倫
理
学
講
義
ノ
ー
ト
』
で
も
「person

」
と
は
「K

ant

な
ど
の
い
ふ

如
きabstract

〔
抽
象
的
〕
の
も
の
」
で
は
な
く
、「
各
人
の
知
情
意
の

特
色
」「personal color

」（
別
・
一
四
一
）
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
西
田
の
「
人
格
」
は
、
カ
ン
ト
の
自
律
的
な
道
徳
主

体
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、「
人
柄
（personal color

）」
と
か
「
品
性

（
性
格
）（character
）」
と
い
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
理
解
で
き

る
。

　

じ
っ
さ
い
に
第
十
章
「
人
格
的
善
」
で
は
、
カ
ン
ト
の
名
前
を
出

し
て
「
人
格
」
を
論
じ
始
め
る
前
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
中
間

性
（m

esotes

）」
と
儒
教
の
四
書
の
一
つ
『
中
庸
』
を
参
照
し
な
が
ら

「
活
動
説
よ
り
み
て
、
善
と
は
先
づ
種
々
な
る
活
動
の
一
致
調
和
或
は

中
庸
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
の
良
心
と
は
調
和
統

一
の
意
識
作
用
で
あ
る
」（
一
・
一
一
九
）
と
述
べ
、
勇
気
や
節
制
な

ど
の
「
人
柄
の
徳
」
に
言
及
し
て
い
る
。
基
本
的
な
こ
と
を
確
認
し

て
お
け
ば
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
エ
ー
ト
ス
」
と
は
行
為
の
反
復

に
よ
る
習
慣
づ
け
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
「
人
柄
・
性
格
」
を
意
味

し
、ēthikē aretē

は
「
人
柄
の
徳
」「
性
格
の
徳
」「
倫
理
的
徳
」
と
訳

さ
れ
、
個
人
に
お
け
る
ロ
ゴ
ス
そ
の
も
の
の
卓
越
性
で
あ
る
「
知
的
徳

（dianoētikē aretē

）」
に
対
し
て
、
ロ
ゴ
ス
に
よ
る
欲
望
や
感
情
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
卓
越
性
を
意
味
す
る
。「
人
柄
の
徳
」
は
行
為
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
）	　Thom

as H
ill G

reen, Prolegom
ena to Ethics, first edition, 1883 , p.186 .

（
10
）	　

グ
リ
ー
ン
倫
理
学
お
よ
び
西
田
へ
の
影
響
関
係
を
考
察
し
た
研
究
と
し
て
以
下
の

も
の
を
参
照
。
野
村
博
「
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
の
倫
理
思
想
」、
行
安
茂
「
日
本
に

お
け
る
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
の
受
容
」
行
安
茂
（
編
）『
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン
研
究
』

御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
年
、
所
収
。

（
11
）	　G

reen, ibid., pp.271-2 . 

（
12
）	　

神
崎
繁
氏
は
「
古
代
哲
学
に
お
け
る
「
意
志
」
概
念
の
不
在
と
い
う
問
題
」
に

つ
い
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
自
発
性
（έκουσια

）、「
自
己
次
第
（ἐφ' ἡμῖν

）」

「
選
択
（προαίρεσις

）」
と
い
っ
た
諸
概
念
そ
れ
ぞ
れ
に
、「
意
志
」
を
重
ね
合
わ
せ

る
解
釈
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、「
こ
れ
ら
の
諸
概
念
へ
の
分
散
そ
の
も
の
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
統
一
し
た
「
意
志
」
概
念
の
不
在
を
証
す
る
も
の
」
で

あ
る
と
し
て
い
る
（
神
崎
繁
「「
意
志
」
概
念
の
形
成
と
変
容
」『
中
世
思
想
研
究
』

四
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
七
八
頁
）。

（
13
）	　

た
と
え
ば
一
九
〇
〇
年
に
大
西
祝
や
姉
崎
正
治
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
西

田
も
属
し
て
い
た
「
丁て
い

酉ゆ
う

倫
理
会
」
の
「
趣
意
書
」
で
は
「
人
格
の
修
養
」
の
重
要

性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
高
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
り
『
善
の
研
究
』
の

出
版
の
斡
旋
を
行
っ
た
紀
平
正
美
は
『
人
格
の
力
─
修
養
の
方
法
』（
一
九
〇
六
）

を
発
表
し
、
西
田
の
東
大
時
代
の
教
員
で
あ
っ
た
中
島
力
造
は
『
教
育
者
の
人
格

教
養
』（
一
九
一
一
）
と
い
う
著
作
を
発
表
し
た
。
な
お
西
田
は
東
大
の
学
生
時

代
、
中
島
の
グ
リ
ー
ン
の
演
習
を
受
け
て
お
り
、
中
島
は
『
グ
リ
ー
ン
氏
の
倫
理

学
説
』（
一
九
〇
九
）
を
執
筆
し
て
い
る
（
藤
田
正
勝
『
日
本
哲
学
史
』
昭
和
堂
、

二
〇
一
八
年
、
一
五
〇
─
一
頁
。
一
六
五
─
七
頁
）。

（
14
）	　

カ
ン
ト
は
『
実
践
理
性
批
判
』
に
お
い
て
、
叡
智
界
と
感
性
界
の
二
つ
に
属
す
る

「
人
格
」
に
対
し
て
、「
人
格
性
」
を
「
全
自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
自
由
で
あ
り
独

立
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
「
理
念
」
と
し
て
区
別
し
た
が
、
西
田
が
い
う
「
各
人
に

一
般
な
る
純
理
の
作
用
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
正
確
に
は
「
人
格
性
」
に
対
応
す
る

も
の
の
こ
と
だ
ろ
う
（
ア
カ
デ
ミ
ー
版S.87

）。



三
〇

感
情
と
行
為
の
元
と
な
る
「
性
向
（
ヘ
ク
シ
ス
・
行
動
の
傾
向
）」
に

関
し
て
言
わ
れ
る
徳
（
卓
越
性
）
で
あ
り
、
た
と
え
ば
欲
望
に
関
し
て

は
、
放
埒
と
無
感
覚
の
中
間
で
あ
る
「
節
制
」
が
、
ま
た
「
自
信
の
大

き
さ
」
に
関
し
て
は
、
臆
病
と
無
謀
の
中
間
で
あ
る
「
勇
気
」
が
、
各

人
に
と
っ
て
の
過
剰
と
過
少
を
避
け
た
「
徳
」
だ
と
言
わ
れ
る
。
な
お

『
中
庸
』
で
も
適
切
な
「
喜
怒
哀
楽
」
が
「
和
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ

れ
て
い
る（

（1
（

。

　

西
田
に
よ
れ
ば
「
そ
の
調
和
ま
た
は
中
庸
と
い
う
こ
と
は
、
数
量

的
の
意
味
で
は
な
く
し
て
体
系
的
秩
序
の
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
一
・
一
一
九
）。
す
な
わ
ち
、
個
々
人
は
様
々
な
欲
望
や
観
念
や
理
想

を
持
つ
が
、
そ
れ
が
矛
盾
し
て
対
立
せ
ず
に
体
系
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
「
調
和
」「
中
庸
」
の
意
味
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
調

和
」
を
求
め
る
意
識
の
は
た
ら
き
が
「
良
心
」
と
呼
ば
れ
る
。
西
田
は

こ
の
箇
所
で
「
調
和
が
善
で
あ
る
と
い
う
の
は
プ
ラ
ト
ー
の
考
で
あ
つ

た
。
氏
は
善
を
音
楽
の
調
和
に
喩
え
て
い
る
」（
同
上
）
と
述
べ
て
い

る
。「
音
楽
の
調
和
」
に
喩
え
ら
れ
る
善
と
は
、
欲
望
的
部
分
、
気
概

的
部
分
、
理
性
的
部
分
が
調
和
し
「
真
に
自
分
に
固
有
の
事
を
整
え
、

自
分
で
自
分
を
支
配
し
、
秩
序
づ
け
、
自
己
自
身
と
親
し
い
友（

（1
（

」
と
な

る
魂
の
正
義
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
西
田
が
上
で
い

う
「
調
和
統
一
の
意
識
作
用
」
と
し
て
の
「
良
心
」
は
、
狭
義
の
道
徳

意
識
と
い
う
よ
り
、
こ
う
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
自

己
自
身
と
の
「
調
和
」
を
求
め
る
「
調
和
統
一
の
意
識
作
用
」
と
し

て
の
「
良
心
」
で
あ
る
。
西
洋
語
で
「
良
心
」
はG

ew
issen

（
独
）、

conscience

（
英
、
仏
）
で
あ
る
が
、
原
義
は
「
共
に
知
る
」
を
意
味

し
、
様
々
な
「
他
者
と
共
に
」、
ま
た
「
自
分
自
身
と
共
に
」（
自
己
内

対
話
を
通
じ
て
）
物
事
や
自
己
自
身
を
知
る
「
自
覚
」
す
る
は
た
ら
き

を
示
し
て
い
る（

（1
（

。

　

た
だ
し
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
理
性
に
従
う
て
こ
れ
を

制
御
す
る
」
こ
と
が
「
中
庸
」
で
あ
り
「
善
」
で
あ
る
が
、
西
田
か

ら
す
れ
ば
、「
理
性
」
と
い
う
よ
り
も
「
こ
の
深
遠
な
る
統
一
力
に
従

う
」
と
い
う
方
が
適
切
だ
と
言
う
。「
理
性
」
は
没
個
人
的
な
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、「
統
一
力
」（
そ
れ
は
「
人
格
」
で
も
あ
る
）
は
そ

う
し
た
普
遍
的
な
性
格
を
内
在
す
る
各
人
に
固
有
な
力
で
あ
り
、
単
な

る
精
神
的
な
も
の
で
は
な
く
、
身
体
に
付
随
す
る
精
神
原
理
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
西
田
の
「
人
格
」
と
は
、
カ
ン
ト
的
な
自
律

的
主
体
と
い
う
よ
り
も
、
各
人
の
固
有
の
「
性
格
・
人
柄
（character, 

personal color

）」
の
意
味
を
担
う
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
に
絶
え
ず

「
分
裂
」
を
孕
み
な
が
ら
「
調
和
」
を
求
め
る
自
己
の
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

３　

人
格
の
実
現
と
幸
福
（
エ
ウ
ダ
イ
モ
ニ
ア
）

　

こ
う
し
た
「
人
格
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
「
幸
福
」
で
あ
る
と
し
て

い
る
点
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
究
極
的
目
的
は
「
幸
福eudaim

onia

」
で
あ

り
、
そ
れ
は
「
完
全
な
徳
に
基
づ
く
活
動
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
核
と



西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

三
一

し
て
、
友
人
、
財
産
、
名
誉
、
地
位
、
子
宝
な
ど
様
々
な
外
的
善
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
し
た
が
っ
て
、「
時
折
で
は
な
く
人
生
全
体

に
わ
た
っ
て
、
完
全
な
徳
に
基
づ
い
て
活
動
し
て
お
り
、
か
つ
外
的
な

善
を
十
分
に
与
え
ら
れ
て
き
た
人
」
を
「
幸
福
な
人
」
と
語
る
こ
と
を

妨
げ
る
も
の
な
ど
、
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
？（

（1
（

」。

　

西
田
も
こ
れ
を
受
け
て
第
九
章
で
「
氏
に
従
え
ば
人
生
の
目
的
は
幸

福 eudaim
onia 

で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
達
す
る
に
は
快
楽
を
求
む

る
に
由
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
完
全
な
る
活
動
に
由
る
の
で
あ
る
」（
一
・

一
一
六
）
と
言
う
（
な
お
西
田
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
第
十
巻
で
最
高

の
幸
福
を
「
観
想
」
と
す
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
）。
西
田

に
と
っ
て
「
な
ぜ
道
徳
的
で
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
徳
の
あ
る

人
柄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
）
？
（W

hy be m
oral?

）」
と
い
っ
た

問
い
に
対
す
る
答
え
は
、
お
そ
ら
く
人
柄
の
徳
を
そ
な
え
た
自
己
実
現

こ
そ
が
「
幸
福
」
の
中
核
に
あ
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
も
し
な
ぜ
「
人
格
」
の
実
現
・
発
展
完
成
が
目
指
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
か
得
を
す
る
の
か
と
問
う
な
ら

ば
、
そ
の
人
は
別
の
も
の
を
最
高
善
と
し
て
い
る
。『
善
の
研
究
』
の

草
稿
で
あ
る
『
倫
理
学
草
案　

第
二
』（
推
定
一
九
〇
六
）
で
は
は
っ

き
り
と
次
の
よ
う
に
言
う
。「
他
のretribution

に
よ
り
て
吾
人
の
意

思
を
引
く
者
は
善
で
は
な
い
。
前
は
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
い
っ
た
様
に

そ
れ
自
身
に
て
目
的
と
な
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
（
亜
氏
倫
理
学

を
看
よ
）」（
十
四
・
五
九
五
）。

　

こ
う
し
た
幸
福
（
西
田
に
と
っ
て
は
「
人
格
の
実
現
」）
と
倫
理
を

何
ら
か
の
仕
方
で
肯
定
的
に
連
関
さ
せ
て
考
え
る
倫
理
学
上
の
立
場
は

今
日
の
英
米
倫
理
学
で
は
「
エ
ウ
ダ
イ
モ
ニ
ア
主
義eudaim

onism

」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
西
田
は
ベ
ン
サ
ム
と
カ
ン
ト
を
批

判
し
て
い
る
。
ふ
つ
う
功
利
主
義
批
判
は
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
」

と
い
う
原
理
に
対
し
て
、
個
人
の
権
利
を
否
定
・
軽
視
す
る
点
に
向
け

ら
れ
る
が
、
西
田
の
場
合
は
、
幸
福
を
快
楽
と
結
び
つ
け
る
考
え
に
批

判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
西
田
は
「
利
己
的
快
楽
」
と
「
高
尚
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
15
）　
『
中
庸
』
第
一
章
二
、
一
四
三
─
四
頁
。

（
16
）	　

プ
ラ
ト
ン
『
国
家
（
上
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
、443 C- E

。「
倫
理
学
草

案
第
一
」
に
「
調
和
」
を
め
ぐ
っ
て
『
国
家
』
へ
の
言
及
が
あ
る
（
十
四
・
五
六
四
）。

（
17
）	　
「［
西
欧
の
］
ど
ん
な
言
語
で
も
良
心
（conscience

）
と
い
う
語
は
も
と
も
と
は

善
と
悪
に
つ
い
て
知
り
、
判
断
す
る
能
力
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
た
ち

が
い
ま
意
識
（consciousness

）
と
呼
ぶ
も
の
、
す
な
わ
ち
わ
た
し
た
ち
が
自
ら

を
認
識
し
、
自
覚
す
る
能
力
を
指
す
も
の
で
し
た
。
ラ
テ
ン
語
で
も
ギ
リ
シ
ア
語

で
も
、
意
識
を
意
味
す
る
言
葉
が
同
時
に
良
心
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（H
annah A

rendt, “Som
e Q

uestions of M
oral Philosophy,” in Responsibility and 

Judgem
ent, Schocken B

ooks, 2003 . p. 76　

ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
『
責
任
と
判
断
』

（
中
山
元
訳
）
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
一
二
七
頁
）。
ま
た
石
川
文
康

『
良
心
論
─
そ
の
哲
学
的
試
み
』
名
古
屋
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
も
参
照
。

（
18
）
前
掲
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、1098 a-1101 a10

、
八
三
頁
。



三
二

他
愛
的
ま
た
は
理
想
的
の
欲
求
」
を
区
別
す
る
こ
と
を
重
ん
じ
、「
快

楽
」
を
基
盤
と
し
て
、
様
々
な
喜
び
の
区
別
を
雲
散
霧
消
と
す
る
こ
と

を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
幸
福
・
自
愛
を
倫
理
か
ら
切
り
離
し
た
カ
ン

ト
倫
理
学
の
形
式
主
義
も
こ
の
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
る
。
西
田
も
、
た

と
え
ば
「
正
直
は
最
善
の
策
」
と
い
っ
た
怜
悧
な
動
機
か
ら
道
徳
法
則

を
守
る
こ
と
は
、
自
己
愛
を
目
的
と
す
る
「
仮
言
命
法
」
に
服
す
る
こ

と
と
し
て
否
定
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
専
ら
「
道
徳
法
則
へ
の
尊
敬
の

念
」
と
い
う
動
機
か
ら
義
務
の
遂
行
を
説
く
カ
ン
ト
に
対
し
て
、
西
田

は
「
道
徳
法
則
の
尊
敬
の
念
」
の
背
後
に
は
「
人
格
の
実
現
」
と
い
う

「
大
な
る
要
求
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。「
所
謂
道
徳
の
義
務
と
か
法
則

と
か
云
ふ
の
は
、
義
務
或
は
法
則
其
者
に
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

反
つ
て
大
な
る
要
求
に
基
づ
い
て
起
る
の
で
あ
る
。
此
点
よ
り
見
て
善

と
幸
福
と
は
相
衝
突
せ
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、
反
つ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー

ス
の
い
つ
た
様
に
善
は
幸
福
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
」（
一
・

一
一
六
）。

　

な
お
幸
福
論
に
関
し
て
は
、
孔
子
の
「
疏
食
を
飯
ら
い
、
水
を
飲

み
、
肘
を
曲
げ
て
之
を
枕
と
す
。
楽
し
み
亦
其
の
中
に
在
り（

（1
（

」
と
い
う

文
を
引
い
て
「
我
々
は
場
合
に
由
り
て
て
は
苦
痛
の
中
に
居
て
も
尚
幸

福
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
真
正
の
幸
福
は
反
つ
て
厳
粛
な

る
理
想
の
実
現
に
由
り
て
得
ら
れ
る
べ
き
者
で
あ
る
」（
一
・
一
一
六
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
理
想
主
義
的
幸
福
論
の
基
盤
に
は

儒
教
的
な
倫
理
観
も
垣
間
見
ら
れ
る
。

４　

誠
の
倫
理
学

　

こ
の
よ
う
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
を
代
表
と
す
る
「
活
動
説
」

に
自
ら
を
位
置
づ
け
る
西
田
だ
が
、
最
も
重
要
な
徳
と
し
て
西
田
が
挙

げ
る
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
的
な
四
元
徳
（
節
制
、
勇
気
、
知
恵
、
正
義
）

で
は
な
く
「
至
誠
」
な
い
し
「
誠
」
と
い
う
儒
教
的
な
徳
で
あ
っ
た
。

西
田
の
考
え
で
は
、
私
た
ち
の
意
識
は
様
々
な
こ
と
を
思
考
し
想
像
し

意
志
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
調
和
」
を
各
人
な
り
に
求
め
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
意
識
作
用
は
広
い
意
味
で
「
良
心
」
と
呼
ば
れ

た
。「
誠
」
は
こ
の
「
良
心
」
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

第
十
一
章
「
善
行
為
の
動
機
（
善
の
形
式
）」
で
西
田
は
、
善
行
と

呼
ぶ
べ
き
も
の
の
「
動
機
」
と
は
何
か
を
論
じ
て
い
る
。
功
利
主
義
で

あ
れ
ば
幸
福
量
の
最
大
化
を
帰
結
す
る
行
為
を
、
カ
ン
ト
で
あ
れ
ば
自

愛
か
ら
で
な
く
「
道
徳
法
則
へ
の
尊
敬
の
念
」
を
動
機
す
る
行
為
を
、

善
行
の
形
式
と
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
西
田
は
「
全
人
格
の
要

求
」「
心
の
奥
底
よ
り
現
れ
来
つ
て
、
徐
に
全
心
を
包
容
す
る
一
種
の

内
面
的
要
求
の
声
」（
一
・
一
二
三
）
に
聞
き
従
い
、
そ
れ
を
動
機
と

し
て
行
為
す
る
こ
と
が
善
行
の
形
式
だ
と
言
う
。
こ
の
「
内
面
的
要
求

の
声
」
は
先
ほ
ど
の
「
調
和
」
を
求
め
る
「
良
心
」
と
同
義
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
「
富
貴
、
権
力
、
健
康
」
な
ど
「
肉
体
的
欲
求
」
か
ら

「
技
能
、
学
識
」
な
ど
「
精
神
的
要
求
」
ま
で
様
々
な
「
要
求
（
欲

求
）」
を
も
つ
が
、
そ
れ
自
体
を
目
的
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。「
い

か
に
強
大
な
る
要
求
で
も
高
尚
な
る
要
求
で
も
、
人
格
の
要
求
を
離
れ
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て
は
何
ら
の
価
値
を
有
し
な
い
、
唯
人
格
的
要
求
の
一
部
又
は
手
段
と

し
て
の
み
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
」（
一
・
一
二
二
）。「
全
人
格
の

要
求
」
と
は
、
私
た
ち
が
各
自
、
自
ら
の
生
の
意
味
を
ど
こ
に
見
出
す

べ
き
か
、
人
生
全
体
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
、
そ
の
よ

う
な
人
生
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
た
時
に
、
自
ら
の
内
面
か
ら
自
ず
と
立

ち
現
れ
て
く
る
、
自
分
自
身
へ
の
「
要
求
」
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
で
い
え
ば
「
魂
」
の
奥
底
か
ら
聞
こ
え
る

「
ダ
イ
モ
ー
ン
の
声
」、
ハ
イ
デ
ガ
ー
風
に
言
え
ば
世
人
的
自
己
に
本
来

的
自
己
へ
と
呼
び
か
け
る
「
呼
声
」
に
類
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
呼
声
」
は
必
ず
し
も
道
徳
的
な
も
の
で
は
な
い
が（

（2
（

、

西
田
の
「
全
人
格
の
要
求
」
と
い
う
「
声
」
は
、
道
徳
的
な
も
の
（
人

柄
の
徳
を
そ
な
え
た
も
の
）
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
精
神
全
体
の
最
深
な
る
要
求
」
に
対
し
て
ま
さ
に
誠
実

で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
の
要
求
に
背
か
な
い
こ
と
、
そ
の
意
味
で

の
自
己
に
欺
か
な
い
有
様
を
、
西
田
は
「
至
誠
」
と
呼
び
、
最
も
重
要

な
徳
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
　

人
格
其
者
を
目
的
と
す
る
善
行
と
は
斯
く
の
如
き
要
求
に
従
つ
た

行
為
出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
背
け
ば
自
己
の
人
格
を
否
定
し

た
者
で
あ
る
。
至
誠
と
は
善
行
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
も
天
真
爛
漫
嬰
児
の
如
き
の
み
天
国
に
入
る
［
マ

タ
イ
十
八
・
三
］
を
得
る
と
言
わ
れ
た
。
至
誠
の
善
な
る
の
は
、

こ
れ
よ
り
生
ず
る
結
果
の
た
め
に
善
な
る
の
で
な
い
、
そ
れ
自
身

に
お
い
て
善
な
る
の
で
あ
る
。
人
を
欺
く
の
が
悪
で
あ
る
と
い
う

は
、
こ
れ
よ
り
起
こ
る
結
果
に
由
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
己
を
欺

き
自
己
の
人
格
を
否
定
す
る
の
故
で
あ
る
。（
一
・
一
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
19
）	　
『
論
語
』（
全
訳
注　

加
地
伸
行
）
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
、「
述
而　

第
七
」
十
五
、
一
五
二
─
三
頁
。「
粗
食
で
あ
り
飲
み
も
の
は
水
、
肘
を
曲
げ
て
枕

と
し
て
寝
る
。
そ
の
よ
う
な
質
素
の
中
に
、
楽
し
み
が
あ
る
」
の
意
。
西
田
は
引
用

し
て
な
い
が
、
そ
の
あ
と
に
「
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
に
於
て
は
浮
雲

の
如
し
（
不
当
な
こ
と
を
し
て
得
る
よ
う
な
財
産
や
高
位
は
、
私
に
と
っ
て
は
雲
の

よ
う
に
な
ん
の
関
係
も
な
い
）」
と
続
く
。

（
20
）		

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
良
心
を
も
た
ん
と
す
る
意
志
（G

ew
issen-haben-w

ollen

）」

は
「《
道
徳
的
》
善
悪
の
実
存
論
的
な
可
能
性
の
条
件
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、「
呼

声
」
は
あ
く
ま
で
「
道
徳
的
善
悪
の
可
能
性
の
条
件
」
で
あ
っ
て
必
ず
し
も
道
徳

的
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（M

artin H
eidegger, Sein und Zeit （1926

）, 
M

ax N
iem

eiyer Verlag, 2001 , S.286

）。



三
四

　

こ
の
「
至
誠（

（2
（

」
あ
る
い
は
「
誠
」
と
い
う
概
念
は
、
朱
子
が
重
視
し

「
四
書
」
の
一
つ
に
な
っ
た
『
大
学
』
や
『
中
庸
』
に
由
来
す
る
。『
大

学
』
で
は
「
謂
わ
ゆ
る
そ
の
意
を
誠
に
す
と
は
、
自
ら
欺
く
毋な

き
な

り（
（2
（

」
と
あ
り
『
中
庸
』
で
は
「
誠
な
る
者
は
自
ら
成
る
な
り
（
誠
が
身

に
つ
い
た
人
は
、〔
自
分
の
本
性
の
誠
を
発
揮
す
る
人
だ
か
ら
〕
自
分

で
自
分
を
完
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
）」（

（2
（

と
い
う
。「
誠
」
と
は
自
己
を

欺
か
な
い
こ
と
で
あ
り
、
誠
な
る
人
は
自
己
実
現
を
遂
げ
る
と
い
う
、

ま
さ
に
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
が
見
ら
れ
る
。
西
田
が
い
う
「
誠
」

と
は
、
君
主
や
国
家
へ
の
誠
実
さ
と
は
異
な
っ
て
、
ま
た
他
者
へ
の
誠

実
さ
と
い
う
よ
り
、
何
よ
り
も
ま
ず
自
己
自
身
（
と
い
っ
て
も
低
次
の

欲
望
で
は
な
く
、
全
人
格
）
へ
の
誠
実
さ
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
他
者
へ

の
誠
実
さ
も
可
能
と
な
る
。

　
「
誠
」
は
「
純
真
な
る
子
供
」
が
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

善
行
為
の
動
機
と
な
り
善
行
為
の
活
動
的
特
徴
で
あ
る
「
無
私
」
の
性

格
を
意
味
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
「
誠
」

は
儒
教
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
普
遍
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
イ
エ
ス
は
報
酬
を
期
待
し
た
善
行
は
偽
善
と
し
て
批
判
し

た
。
西
田
が
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
「
右
手
の
し
て
い
る
こ

と
を
左
手
に
知
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
の
施
し
を
人
目
に
つ

か
せ
な
い
た
め
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
六
・
三
─
四
）
と
述
べ
、
善
行
に

あ
っ
て
は
自
分
自
身
を
目
撃
す
る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
無
心
（
無
私
）

で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
た
が
、
西
田
に
と
っ
て
も
「
私

欲
な
き
人
」（
一
・
一
二
四
）
の
善
行
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
西
田
の
場
合
は
、
イ
エ
ス
に
比
し
て
（
自
分
の
善
行
の
）「
自

覚
」
を
完
全
に
否
定
す
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
自
己
に
恥
ず
べ
き
こ

と
は
し
な
い
と
い
う
自
己
尊
敬
の
念
と
い
う
「
自
覚
」
を
重
視
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
と
い
う
の
も
、
上
記
の
引
用
の
よ
う
に
「
悪
」
な

る
行
為
は
「
自
己
の
人
格
の
否
定
す
る
」
ゆ
え
に
否
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。「
誠
」
は
、
自
分
自
身
を
欺
か
な
い
こ
と
と
し
て
、
悪
行

を
避
け
る
動
機
に
も
な
り
う
る
。
例
え
ば
他
者
を
欺
く
と
い
う
の
は
悪

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
結
果
」
的
に
他
者
た
ち
の
信
頼
を
失
い
自
身
に

不
利
益
と
な
る
か
ら
で
は
な
く
、
自
己
が
悪
と
考
え
る
こ
と
を
他
者
に

行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
述
の
よ
う
な
人
類
愛
に
結
び
け
ら
れ
た

「
社
会
的
動
物
」
と
し
て
の
自
ら
の
「
人
格
」
を
否
定
す
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
自
己
と
「
不
調
和
」
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
後
述

の
言
葉
で
は
「
自
重
の
念
」
を
失
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
思
想
は
先
述
の
自
己
自
身
と
の
「
調
和
」
を
重
ん
じ
る
ソ

ク
ラ
テ
ス
・
プ
ラ
ト
ン
に
通
ず
る
。『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
に
お
い
て
ソ
ク

ラ
テ
ス
は
「
だ
が
も
し
、
不
正
を
行
な
う
か
、
そ
れ
と
も
不
正
を
受
け

る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
が
や
む
を
え
な
い
と
す
れ
ば
、
不
正
を
行
な
う

よ
り
も
、
む
し
ろ
不
正
を
受
け
る
ほ
う
を
選
び
た
い
ね（

（2
（

」
と
述
べ
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
「
ぼ
く
の
リ
ュ
ラ
琴
が
合
わ
な
い
で
不
協
和
な
音
を

だ
す
と
か
、
ぼ
く
が
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
合
唱
隊
が
そ
の
あ

り
さ
ま
で
あ
る
と
か
、
ま
た
、
世
の
大
多
数
の
人
た
ち
が
ぼ
く
に
同
意

し
な
い
で
反
対
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
ほ
う
が
ま
だ
し
も
、
ぼ
く
は
一

人
で
あ
る
の
に
、
ぼ
く
が
ぼ
く
自
身
と
不
調
和
で
あ
っ
た
り
、
自
分
に
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五

矛
盾
し
た
こ
と
を
言
う
よ
り
も
、
ま
し
な
の
だ
と
ね（

（2
（

」
と
も
言
う
。
要

す
る
に
、
自
分
自
身
が
悪
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
を
な
す
こ
と
は
、
私

と
い
う
一
人
の
中
に
、
対
立
す
る
二
者
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
り
、

自
己
自
身
と
「
不
調
和
」
と
な
る
の
で
あ
る
。「
誠
」
を
重
ん
じ
「
自

己
を
欺
く
」
こ
と
を
禁
じ
る
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
は
、
こ
う
し
た

精
神
の
「
調
和
」
を
重
ん
じ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ラ
ト
ン
の
「
活
動

説
」
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
十
二
章
「
善
行
為
の
目
的
（
善
の
内
容
）」
で
は
、「
個
人
的
善
に

最
も
必
要
な
る
徳
」
と
し
て
「
強
盛
な
る
意
志
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
概
ね
「
誠
」
と
重
な
る
事
象
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　

個
人
的
善
に
最
も
必
要
な
る
徳
は
強
盛
な
る
意
志
で
あ
る
。
イ
ブ

セ
ン
の
ブ
ラ
ン
ト（

（2
（

の
如
き
者
が
個
人
的
道
徳
の
理
想
で
あ
る
。
之

に
反
し
意
志
の
薄
弱
と
虚
栄
心
と
は
最
も
嫌
ふ
べ
き
悪
で
あ
る

（
共
に
自
重
の
念
を
失
ふ
よ
り
起
る
の
で
あ
る
）。
又
個
人
に
対
し

て
最
大
な
る
罪
を
犯
し
た
る
者
は
失
望
の
極
自
殺
す
る
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
21
）	　

な
お
『
善
の
研
究
』
の
随
所
に
、
自
己
の
根
底
の
「
統
一
力
」
は
「
宇
宙
」
の

「
統
一
力
」
で
あ
り
、
人
間
と
万
物
自
然
を
含
ん
だ
存
在
者
全
体
と
し
て
の
「
宇
宙
」

と
各
々
の
「
個
人
」
が
深
い
根
底
に
お
い
て
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
「
汎
神

論
」
的
世
界
観
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
西
田
の
汎
神
論
的
世
界
観
の

一
つ
の
基
礎
が
朱
子
学
で
あ
る
。
朱
子
学
で
は
万
物
は
「
気
」
か
ら
成
り
立
ち
、
そ

の
摂
理
は
ま
さ
に
「
理
」
と
表
現
さ
れ
る
。『
善
の
研
究
』
の
第
二
編
第
六
章
「
唯

一
実
在
」
で
は
、「
人
は
皆
宇
宙
に
一
定
不
変
の
理
な
る
者
あ
つ
て
、
万
物
は
之
に

由
り
て
成
立
す
る
と
信
じ
て
居
る
。
此
理
と
は
万
物
の
統
一
力
で
あ
つ
て
兼
ね
て
ま

た
意
識
内
面
の
統
一
力
で
あ
る
、
理
は
物
や
心
に
由
つ
て
所
持
せ
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
理
が
物
心
を
成
立
せ
し
む
る
の
で
あ
る
」（
一
・
六
一
）
と
述
べ
、「
理
」
を

万
物
と
自
己
に
通
底
す
る
「
統
一
力
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。「
至
誠
」
に
関
し
て

言
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
『
中
庸
』
の
「
誠
」
の
哲
学
も
天
人
合
一
的
な
存
在
論
を

も
っ
て
お
り
、「
誠
な
る
者
は
、
天
の
道
な
り
。
こ
れ
を
誠
に
す
る
者
は
、
人
の
道

な
り
」（『
中
庸
』
十
一
章
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
22
）	　
『
大
学
』
第
二
章
一
（『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
修
訳
注
）
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八

年
、
三
十
九
頁
）。

（
23
）	　
『
中
庸
』
第
十
四
章
（
前
掲
『
大
学
・
中
庸
』
二
一
四
─
二
一
五
頁
）。

（
24
）	　

プ
ラ
ト
ン
（
加
来
彰
俊
訳
）『
ゴ
ル
ギ
ア
ス
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
七
年
、

409 C

、
七
五
頁
。

（
25
）	　

同
上
、482 B- C

、
一
一
六
頁
。

（
26
）	　

な
お
「
倫
理
学
草
案
第
二
」
で
は
「
強
盛
な
る
意
志
」
の
模
範
例
と
し
て
文
学
者

イ
プ
セ
ン
に
加
え
て
、
西
田
に
あ
っ
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
ニ
ー
チ
ェ
の
名
が

見
ら
れ
る
。「
古
来
道
徳
と
云
ふ
こ
と
に
は
、
此
の
活
動
的
方
面
が
見
逃
さ
れ
て
い

る
。
善
と
は
自
己
の
要
求
を
抑
へ
、
活
動
を
倹
約
す
る
者
で
あ
る
か
の
如
く
に
考
へ

ら
れ
て
い
る
。〔
…
…
〕
か
く
の
如
く
消
極
的
方
面
の
み
を
主
張
す
る
の
は
大
な
る

欠
点
で
あ
る
。
吾
人
は
羊
と
な
る
前
に
先
づ
獅
子
た
る
べ
か
ら
ず
。
所
謂
基
督
教
な

る
者
が
、
基
督
の
当
時
に
於
け
る
が
如
き
自
然
の
美
を
失
ひ
、
繊
弱
と
な
り
、
虚
偽

と
な
つ
た
の
で
之
の
反
動
と
し
て
、
極
端
に
之
の
活
動
的
方
面
を
鼓
吹
す
る
人
が
あ

る
様
に
な
つ
た
。
此
等
の
人
の
巨
腕
と
も
称
す
べ
き
は
、
文
学
者
に
て
は
、
那
威

の
ヘ
ン
リ
ッ
ク
・
イ
ブ
セ
ン
で
哲
学
者
に
て
は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ニ
ー
チ
ェ
ー

［Friedrich N
ietzsche, 1844-1900

］
で
あ
ら
う
」（
十
四
・
六
〇
四
）。



三
六

る
。（
一
・
一
二
七
）

　
「
強
盛
な
る
意
志
」
と
は
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
気
概

と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
儒
教
的
に
は
「
克
己
」
と
い
っ
た
も
の
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。「
意
志
の
薄
弱
」
と
「
虚
栄
心
」（
こ
れ
は
意
志
と
い

う
よ
り
自
愛
・
自
己
評
価
の
過
剰
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
）
は
と

も
に
自
ら
の
品
性
を
重
ん
じ
る
「
自
重
の
念
」
の
欠
如
か
ら
起
こ
る
と

言
う
。「
自
殺
」
は
「
尊
厳
」
を
有
す
る
自
身
の
「
人
格
」
に
対
し
て

罪
を
犯
す
こ
と
で
あ
り
、
西
田
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
西
田
の
自
殺
否
定
は
人
格
の
「
尊
厳
」
を
説
く
カ
ン
ト
倫
理

学
と
は
少
し
異
な
る
。
西
田
の
自
殺
論
と
し
て
、
日
露
戦
争
の
武
神
と

し
て
崇
め
ら
れ
明
治
天
皇
の
死
を
追
っ
て
殉
死
し
た
乃
木
希
典
に
触
れ

た
「
動
機
善
な
れ
ば
自
殺
亦
可
也
」（
一
九
一
二
）
と
い
う
文
章
が
あ

る
。
西
田
と
乃
木
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
九
〇
四
年
に
は
弟
憑

次
郎
が
、
ま
さ
に
乃
木
が
指
揮
を
と
っ
た
旅
順
戦
の
際
に
戦
死
し
て
お

り
、
日
記
に
は
「
正
午
公
園
に
て
旅
順
陥
落
祝
賀
会
あ
り
〔
…
…
〕
幾

多
の
犠
牲
と
、
前
途
の
遼
遠
な
る
を
も
思
は
す
、
か
ゝ
る
馬
鹿
騒
な
す

と
は
、
人
心
は
浮
薄
な
る
も
の
な
り
」（
十
七
・
一
三
九
）
と
書
か
れ

て
い
る
。
数
奇
な
運
命
と
言
う
べ
き
か
、
そ
の
約
五
年
後
の
一
九
〇
九

年
九
月
か
ら
一
年
間
、
西
田
が
学
習
院
高
等
科
で
勤
め
た
時
に
は
、
そ

の
乃
木
が
院
長
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
乃
木
に
は
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い

た
よ
う
で
、
乃
木
の
自
殺
の
際
に
友
人
に
送
っ
た
書
簡
に
は
「
乃
木
さ

ん
御
夫
妻
の
自
害
は
実
に
非
常
な
る
感
動
を
与
へ
ま
し
た　
〔
…
…
〕

あ
の
様
な
真
面
目
の
人
に
対
し
て
は
我
ら
は
誠
に
す
ま
ぬ
感
じ
が
す
る 

乃
木
さ
ん
の
死
と
い
ふ
様
な
こ
と
が　

何
卒
不
真
面
目
な
る
今
日
の
日

本
国
民
に
多
大
の
刺
戟
を
与
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
十
七
・
二
一
一
）
と

あ
る
。
だ
が
西
田
が
戦
争
を
賛
美
し
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
当
時
学

生
で
あ
っ
た
民
藝
の
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
柳
宗
悦
は
、「
非
戦
論
」

を
書
い
て
乃
木
に
「
え
ら
く
怒
ら
れ
」
た
際
に
「
西
田
幾
多
郎
博
士

は
、
乃
木
院
長
に
対
し
て
私
を
弁
護
し
て
下
さ
っ
た（

（2
（

」
と
い
う
。

　

さ
て
「
動
機
善
な
れ
ば
自
殺
亦
可
也
」
に
よ
れ
ば
「
特
殊
の
事
情
を

離
れ
、
単
に
一
般
に
自
殺
そ
の
も
の
の
可
否
を
倫
理
上
論
ず
る
と
い
ふ

こ
と
は
難
し
い
」。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
ど
こ
ま
で
も
生
き
て
行
く
と

い
う
思
想
」
か
ら
自
殺
を
罪
悪
と
考
え
、「
東
洋
人
」
の
「
死
生
一
如

と
見
よ
う
と
す
る
考
」
と
異
な
る
が
、
西
洋
で
も
「
責
任
の
観
念
よ
り

生
ず
る
道
義
的
自
殺
」
は
賞
賛
さ
れ
る
。
乃
木
の
自
殺
は
殉
死
の
意
味

も
あ
る
が
、
旅
順
攻
略
の
際
に
多
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
と
い
う
「
自

己
の
責
任
を
重
ん
ず
る
考
が
大
分
強
く
な
か
つ
た
ら
う
か
」「
直
接
の

動
機
は
旅
順
戦
に
在
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
そ
の
平
生
の
志
を
、
先

帝
の
御
臨
終
を
見
届
け
ま
ゐ
ら
す
る
と
共
に
、
潔
く
果
し
た
も
の
と
私

は
推
す
る
」
と
言
う
。
そ
し
て
「
責
任
観
念
の
発
現
」
と
し
て
の
「
自

殺
」
は
「
倫
理
学
上
立
派
な
動
機
に
従
つ
た
も
の
と
し
て
許
容
せ
ら
る

べ
き
性
質
を
持
つ
て
ゐ
る
と
思
ふ
」（
二
十
四
・
三
─
四
）。
弟
の
死
が

「
旅
順
戦
」
に
絡
ん
で
い
る
背
景
か
ら
見
て
も
、
こ
の
言
葉
に
は
額
面

通
り
受
け
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
何
か
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
西
田
の

乃
木
に
対
す
る
敬
意
は
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
た
だ
生
き
て
い



西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

三
七

る
こ
と
そ
の
も
の
を
善
と
な
す
思
想
と
は
異
な
る
西
田
の
考
え
が
こ
こ

に
は
見
て
と
ら
れ
る
（
書
簡
に
お
い
て
も
西
田
が
称
え
て
い
る
の
は
乃

木
の
「
真
面
目
さ
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
誠
」
だ
ろ
う
）。

５　

真
正
の
個
人
主
義

　
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
は
、
他
者
へ
の
共
感
、「
信
頼
」
に
根
ざ

し
た
和
辻
倫
理
学
な
ど
と
は
異
な
り
、
天
賦
の
能
力
の
発
揮
（s elf-

realization

）、
人
格
（
誠
を
中
核
と
し
た
優
れ
た
人
柄
）
の
実
現
を
目

指
す
高
踏
な
理
想
主
義
的
倫
理
学
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
人
が
自
ら

の
能
力
を
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
「
人
格
」
を
陶
冶
形
成
す
る

こ
と
を
当
為
と
す
る
考
え
を
西
田
は
十
二
章
「
善
行
為
の
目
的
（
善
の

内
容
）
で
は
「
真
正
の
個
人
主
義
」（
一
・
一
二
七
）
と
呼
ぶ
。
そ
れ

は
「
利
己
主
義
」
と
は
異
な
り
、
国
家
、
ひ
い
て
は
人
類
社
会
一
般
の

「
共
同
主
義
」
に
通
じ
る
と
言
う
。「
又
個
人
主
義
と
共
同
主
義
と
相
反

対
す
る
様
に
云
ふ
が
、
余
は
此
両
者
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ

る
。
一
社
会
の
中
に
居
る
個
人
が
各
自
充
分
に
活
動
し
て
其
天
分
を

発
揮
し
て
こ
そ
、
始
め
て
社
会
が
進
歩
す
る
の
で
あ
る
」（
一
・
一
二

七
）。

　

西
田
は
「
個
人
」
と
い
う
も
の
は
、
ま
ず
「
各
独
立
で
互
い
に
無
関

係
な
る
」
も
の
で
事
後
的
に
他
や
社
会
と
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ

れ
自
体
「
社
会
的
意
識
」
と
い
う
母
胎
に
お
い
て
自
ら
を
形
成
す
る
存

在
だ
と
言
う
。「
余
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
其
政
治
学
の
始
に
、
人

は
社
会
的
動
物（

（2
（

で
あ
る
と
い
つ
た
の
は
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
真
理
で
あ

る
と
思
ふ
」（
同
上
）。
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
の
個
性
が
ユ
ダ
ヤ
教
と
い
う

地
盤
に
基
づ
い
て
い
る
と
と
も
に
そ
れ
へ
の
内
的
改
革
を
起
こ
し
た
点

に
あ
る
様
に
、「
個
人
の
特
性
」
と
い
う
の
は
「
社
会
的
意
識
な
る
基

礎
の
上
に
現
れ
来
る
多
様
な
変
化
」
で
あ
る
。

　

西
田
は
「
社
会
的
善
の
階
級
」
を
論
じ
、「
家
族
」
は
「
我
々
の
人

格
が
社
会
に
発
展
す
る
最
初
の
階
級
」
で
あ
り
、
家
族
の
目
的
は
単
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
27
）	　
「
学
習
院
の
こ
と
」［
一
九
四
九
年
］（
日
本
民
藝
館
監
修
『
柳
宗
悦
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
１
ひ
と
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
頁
）。

（
28
）	　

な
お
ア
ー
レ
ン
ト
はzōon politikon

は
、
単
に
蜂
な
ど
の
よ
う
に
共
同
生
活
を

営
む
こ
と
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
社
会
的
動
物
」
と
い
う
訳
は
誤
っ

て
い
る
と
言
う
。
そ
れ
はzōon logon ekhon

（
言
葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
動
物
）

関
連
し
て
お
り
、
ポ
リ
ス
に
お
い
て
言
論
を
通
じ
て
政
治
を
行
な
う
動
物
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
言
う
（H

annah A
rendt, H

um
an C

ondition, The U
niversity 

of C
hicago Press, 1998 . p.27

）。『
善
の
研
究
』
で
は
、
こ
う
し
た
他
者
と
と
も
に

言
論
を
な
す
倫
理
的
思
考
は
見
ら
れ
な
い
。
他
者
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
る
倫
理
学
的

思
考
は
『
無
の
自
覚
的
限
定
』（
一
九
三
〇
）
の
「
私
と
汝
」
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
私
と
汝
」
に
は
ポ
リ
ス
的
な
言
論
行
為
の
意
味
が
あ
る
か
は
微
妙
だ
が
、

「
私
と
汝
」
は
互
い
の
他
性
を
踏
ま
え
た
上
で
の
「
応
答
」
関
係
を
意
味
す
る
か
ら
、

そ
う
し
た
意
味
を
含
ん
で
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。



三
八

子
孫
を
残
す
だ
け
で
な
く
、「
男
女
の
両
性
が
相
補
う
て
完
全
な
る
人

格
の
発
展
」
を
な
す
た
め
だ
と
言
う
。
こ
の
「
完
全
な
る
人
格
」
は

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
な
の
か
両
者
融
合
し
た
人
格
な
の
か
は
不
明

だ
が
、
お
そ
ら
く
家
父
長
制
の
名
残
も
あ
り
西
田
は
後
者
を
考
え
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
各
人
の
能
力
・
人
格
を
発
揮
す
る
こ

と
は
「
国
家
」
へ
の
寄
与
に
も
結
び
つ
く
。「
我
々
は
国
家
に
お
い
て

［
私
た
ち
の
］
人
格
の
大
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
共

に
、「
国
家
の
目
的
」
は
、「
外
は
敵
を
ふ
せ
ぎ
内
は
国
民
相
互
の
間
の

生
命
財
産
を
保
護
す
る
」
の
で
は
な
く
「
我
々
の
精
神
の
根
底
で
あ
る

共
同
的
意
識
」
の
「
発
展
完
成
」
に
あ
る
（
一
・
一
三
〇
）。
西
田
は

閉
鎖
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
吹
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
明

治
に
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
日
本
と
い
う
国
民
国
家
が
健
全
に
発
展
す
る

こ
と
を
願
う
愛
国
主
義
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
国
家
の
発
展
完

成
は
、
究
極
的
に
は
「
人
類
を
打
し
て
一
団
と
し
た
人
類
的
社
会
の
団

結
」「
真
正
の
世
界
主
義
」
に
繋
が
れ
て
い
る
。「
真
正
の
世
界
主
義
と

い
う
は
各
国
家
が
益
々
強
固
と
な
っ
て
各
自
の
特
徴
を
発
揮
し
、
世
界

の
歴
史
に
貢
献
す
る
の
意
味
で
あ
る
」（
一
・
一
三
一
）。
な
お
西
田
が

い
う
こ
の
自
己
実
現
は
「
立
身
出
世
」
が
理
想
と
さ
れ
た
明
治
に
書
か

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
能
力
に
序
列
を
つ
け
て
競
争
を
煽
る
発
想
で
は

な
く
、「
い
か
に
小
事
業
に
し
て
も
、
常
に
人
類
一
味
の
愛
情
よ
り
働

い
て
居
る
人
は
、
偉
大
な
る
人
類
的
人
格
を
実
現
し
つ
ゝ
あ
る
人
と
い

は
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
一
・
一
三
三
）
と
い
う
よ
う
に
、
人
類
愛
に
結
び

付
け
ら
れ
た
上
で
の
各
々
の
仕
方
で
の
実
現
で
あ
っ
た
。
西
田
は
実
現

す
べ
き
「
天
賦
の
能
力
」
を
「
人
類
社
会
」
に
何
ら
か
の
仕
方
で
貢
献

す
る
よ
う
な
能
力
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
個
人
の
修
養
が
家
族
を
基
盤
と
し
、
そ
の
成
果
は
国
家
さ

ら
に
人
類
へ
の
貢
献
と
な
る
と
い
う
連
続
的
思
考
は
、『
大
学
』
の
有

名
な
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
の
思
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。『
大
学
』

で
は
「
古
え
の
明
徳
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
国
を

治
む
。
そ
の
国
を
治
め
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
家
を
斉と
と
の

う
。
そ

の
家
を
斉
え
ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
身
を
修
む
。
そ
の
身
を
修
め

ん
と
欲
す
る
者
は
先
ず
そ
の
心
を
正
す
。
そ
の
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る

者
は
先
ず
そ
の
意
を
誠
に
す（

（2
（

」
と
あ
る
。
の
ち
に
田
辺
元
は
こ
う
し
た

「
個
」
と
「
種
（
国
家
）」
と
「
類
（
人
類
社
会
）」
を
連
続
的
に
表
象

す
る
思
考
に
よ
っ
て
は
、「
民
族
国
家
の
強
制
力
」
に
目
が
向
け
ら
れ

な
い
の
だ
と
批
判
し
た
が
、
そ
の
批
判
は
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」

の
『
善
の
研
究
』
に
よ
く
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
西
田
の
弟
子

筋
で
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
た
梯
明
秀
や
柳
田
謙
十
郎
が
批
判
す
る

よ
う
に（

（3
（

、
こ
の
哲
学
で
は
、
資
本
主
義
社
会
が
は
ら
む
自
己
実
現
の
困

難
さ
の
問
題
が
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

個
性
の
発
揮
が
共
同
体
へ
の
貢
献
、
さ
ら
に
人
類
社
会
へ
の
貢
献
と

な
る
世
界
。
西
田
の
「
真
正
の
個
人
主
義
」
は
、
現
代
の
経
済
格
差
、

諸
国
家
の
政
治
的
対
立
を
前
に
す
れ
ば
、
単
な
る
夢
想
に
見
え
る
。
た

だ
し
、
そ
の
よ
う
な
批
判
は
妥
当
で
は
あ
る
が
、
西
田
の
理
念
の
基
本

は
誤
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
西
田
の
「
真
正
の
個
人
主
義
」
が
実
現

さ
れ
る
世
界
と
は
、
単
な
る
経
済
社
会
の
無
限
の
発
展
を
も
と
に
大
多



西
田
幾
多
郎
『
善
の
研
究
』
の
徳
倫
理
学

三
九

数
の
快
楽
の
水
増
し
を
図
る
世
界
で
は
な
く
、
各
自
が
そ
の
個
性
を
発

揮
し
て
仕
事
に
や
り
が
い
と
人
生
に
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
制
度
設
計
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
利
己
主
義

で
は
な
く
、
自
ら
が
生
き
る
世
界
の
共
通
善
へ
の
貢
献
を
（
い
わ
ゆ
る

自
己
犠
牲
と
は
異
な
っ
た
仕
方
で
）
是
と
す
る
世
界
で
あ
る
。
あ
く
ま

で
「
人
類
社
会
」
へ
の
愛
に
繋
が
れ
た
上
で
の
国
家
へ
の
貢
献
で
あ

り
、
偏
狭
で
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
の

で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

�

―
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
の
現
代
的
可
能
性　

　
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
は
、「
社
会
的
動
物
」
で
あ
る
各
人
が
、
国

家
や
人
類
社
会
の
理
想
に
繋
が
れ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
能
力
」
と

「
人
格
（
卓
越
し
た
人
柄
）」
を
「
実
現
」
し
「
活
動
」（
エ
ネ
ル
ゲ
イ

ア
）
す
る
「
真
正
の
個
人
主
義
」
を
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
目
指
す
べ

き
「
善
」
と
し
て
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
風
の
「
徳
」
の
涵
養
と
「
幸
福
主
義
」
的
な
倫
理
学
や
、
儒
教
風
の

「
誠
」
の
倫
理
学
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。

　
『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
に
は
、
儒
教
的
な
倫
理
思
想
と
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
ら
の
西
洋
倫
理
思
想
の
出
会
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
そ
こ
に
は
時
代
を
超
え
た
普
遍
的
な
意
義
が
み
て
と
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
儒
教
倫
理
の
根
底
に
通
ず
る
も
の
で

あ
り
、
自
己
自
身
と
「
調
和
」
し
自
己
を
「
欺
か
な
い
」
こ
と
を
中
核

と
す
る
倫
理
思
想
、
自
己
自
身
と
の
対
話
を
重
ん
じ
る
「
良
心
」「
自

覚
」
を
重
ん
じ
る
「
徳
倫
理
学
」
で
あ
る
。

　

本
稿
の
考
察
に
あ
た
っ
て
、
筆
者
は
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
講
義

録
『
道
徳
哲
学
の
い
く
つ
か
の
問
題
』（
一
九
六
五
─
一
九
六
六
）
を

念
頭
に
置
い
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
カ
ン

ト
の
道
徳
哲
学
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
隣
人
愛
や
自
己
愛

で
も
な
く
「
自
己
自
身
と
の
対
話
」、お
よ
び
「
自
己
へ
の
尊
敬
（self-

respect

）」
だ
っ
た
と
し（

（3
（

、こ
れ
に
対
し
て
イ
エ
ス
に
お
い
て
「
積
極
的

に
善
を
な
す
た
め
の
究
極
の
基
準
は
、〈
無
私
〉
で
あ
り
、
自
己
に
対

す
る
関
心
を
捨
て
る
こ
と
」
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
筆
者
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
29
）	　
『
大
学
・
中
庸
』
金
谷
治
訳
注
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
、
三
四
頁
）。

（
30
）	　

梯
は
『
全
自
然
史
的
過
程
の
思
想
』（
一
九
八
〇
年
）
に
お
い
て
、
西
田
哲
学
に

お
い
て
は
「
政
治
経
済
を
本
質
的
に
把
握
す
る
た
め
の
論
理
的
契
機
は
、
つ
い
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
」（
梯
明
秀
『
全
自
然
史
的
過
程
の
思
想
』
一
六
七

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
柳
田
は
戦
後
「
西
田
哲
学
の
超
克
」
と
題
さ
れ
た
論
文

で
「
こ
の
哲
学
［
西
田
哲
学
］
の
み
に
よ
っ
て
現
実
の
階
級
的
社
会
の
諸
問
題
が
解

決
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
わ
た
し
自
身
に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
」（『
柳
田
謙
十

郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
五
〇
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
31
）	　A

rendt, ibid., p.60 .

（
32
）	　A

rendt, ibid., p.123 .



四
〇

『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
は
、
こ
う
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
カ
ン
ト
の

「
自
己
へ
の
尊
敬
」
を
基
軸
と
し
た
倫
理
思
想
と
、
イ
エ
ス
の
「
無
私
」

に
根
差
し
た
善
行
と
い
う
倫
理
思
想
を
、
前
者
に
傾
い
た
仕
方
で
共
に

含
む
も
の
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
自
覚
」
を
重
ん
じ
「
人
格
（
卓
越
し
た
人
柄
）
の
実

現
」
を
究
極
目
的
と
す
る
倫
理
学
は
、
そ
う
し
た
生
き
方
を
無
意
味
と

す
る
者
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
理
想
追
求
の
余
裕
の
な
い
者
に
と
っ
て
は

空
虚
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
ま
た
と
り
わ
け
「
誠
」
と
い
う
徳
を
重
視

す
る
点
は
、
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
現
代
人
に
は
古
臭
く
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
単
な
る
消
費
活
動
と
個
人
的
快
楽
に
傾
斜
し
、

他
者
に
危
害
・
迷
惑
を
加
え
な
い
と
い
う
他
者
危
害
原
理
の
み
を
モ
ラ

ル
と
す
る
現
代
人
が
、『
善
の
研
究
』
の
倫
理
学
を
古
臭
い
も
の
と
し

て
冷
笑
で
き
る
の
は
、
か
え
っ
て
現
代
人
の
自
惚
れ
、
軽
薄
さ
を
逆
照

射
し
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。『
善
の
研
究
』
の

倫
理
学
は
深
い
意
義
を
も
ち
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
読
み
直
さ
れ
る

可
能
性
を
そ
れ
な
り
に
も
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
い
。
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